
令和８年度　総合的な探究の時間「進路探究『仰』」全体計画

愛媛県立新居浜西高等学校　　
	目標
	生徒自らが課題を設定し、探究することによって、問題解決能力を育成し、自己の在り方や生き方について深く考え、よりよい自己実現を目指す。



	評価の観点

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	探究の意義や価値を理解しており、課題の発見と解決に必要な知識・技能を身に付けている。
	社会や生活との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を収集・整理・分析し、内容や考察したことについて的確に表現できる。
	探究に主体的・協働的に取り組むとともに、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとしている。



	内　　　　　　　　　容

	対象
	学　　習　　事　　項
	対象
	学　　習　　事　　項

	全　　学年共通
	１　課題研究活動
通年実施（３年は西高祭での成果発表まで）

２　小論文ガイダンス・小論文トレーニング
１年４回・２年３回、３年４回

３　キャリアガイダンス
1 大学・事業所等による説明会
１年：職業説明会（事業所訪問）
進路講演会
２年：学部・学科説明会
　　 志望理由書書き方講座
大学出張講義
進路講演会
３年：大学説明会
2  本校教員による説明会等
１年：類型選択説明会
各学年：進路ガイダンス
	１年
	ＳＤＧｓ研究活動（ＨＲ単位）
1 課題研究ガイダンス
2 ＳＤＧｓに関する課題研究
3 成果発表（学年）
体験学習
介護施設・保育施設・特別支援学校に分かれて体験実習及び交流活動


	
	
	２年
	ディベートクラスマッチ
1 ディベート論題研究
2 ディベートクラスマッチ
課題研究活動（学年単位）
1 課題研究ガイダンス
2 テーマ別の課題研究


	
	
	３　　年
	課題研究活動（学年単位）
1 発表準備
2 西高祭での成果発表（全校）
進路探究活動
　志望理由書作成・模擬面接・模擬ディスカッション等




	学　習　活　動
	指　導　方　法
	指　導　体　制
	学　習　の　評　価

	・１年はホームルーム単位の学習を基本とする。
・２年は学年単位でテーマ別に分かれた学習を基本とする。
・３年は西高祭までは学年単位でのテーマ別学習、それ以降はホームルーム単位の学習を基本とする。
	・興味・関心に応じて課題を発見させ、主体的・協働的な探究活動を促す。
・体験学習やディベート活動を通して、生徒の視野を広げる。
・学年進行で進路意識を深化させ、課題研究を進路選択に結び付ける。
	・進路探究課が中心となって企画し、運営委員会、職員会議等で共通認識を図る。
・課題研究、体験学習、ディベート学習、小論文学習は、学年団と協力して実施する。
・キャリアガイダンスは、学年団と協力して実施する。
	・活動の観察記録、レポート等の製作物、発表などの言語活動、ポートフォリオを活用した自己評価等により、多角的に評価する。
・「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」について、文章で評価する。



	教　科　と　の　連　携
	地　域　と　の　連　携
	大学・専門学校等との連携

	・小論文では、特に国語科と連携して指導する。
・ディベート論題研究では、特に公民科と連携して指導する。
	・体験学習、事業所訪問では、事前打合せ等を行い、学習の円滑化を図る。
・進路探究課がコーディネーターとなり、保護者、同窓生、地域の有識者を講師として招く。
	・大学、企業、医療機関等の多様な分野と連携を図り、ガイダンスや企業訪問を行う。
・ガイダンスに際し、大学の入試課等との連絡を密にし、運営の円滑化を図る。
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